
(57)【要約】

【課題】タイヤの硬化前または硬化後のいずれかに、タ

イヤに組み込まれるのに適したアンテナ装置を提供する

。

【解決手段】タイヤ監視システムのためのアンテナシス

テムおよび方法は、アンテナワイヤと組み合わされた弾

性基材を用いている。アンテナケーブル３２は、弾性基

材３６に、好ましくは波状、螺旋状、または正弦曲線状

の形状で、巻き付けられ、または他の方法によって取付

けられる。外部の発生源から力を受けると、基材３６は

アンテナ３２がまっすぐになりながら、伸びることがで

きる。この力の影響から解放されると、弾性基材３６に

残った弾性ばね力は緩み、それによって、基材３２はも

との状態に戻り、基材３６に保持されているアンテナケ

ーブル３２はもとの最適な形状に復帰する。基材３６上

のアンテナ材料のピッチは、タイヤや通信システムの個

々の必要性に適合するように、変更してもよい。

【選択図】　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 タ イ ヤ 用 装 置 に お い て 、
　 伸 長 可 能 な ア ン テ ナ と 、
　 非 導 電 性 の 弾 性 材 料 か ら な り 、 前 記 ア ン テ ナ を 好 ま し い 形 状 に 保 持 す る 、 伸 長 可 能 な 支
持 ス ト リ ッ プ で あ っ て 、 タ イ ヤ の 内 側 表 面 に 取 付 け ら れ 、 前 記 タ イ ヤ 内 の 応 力 を 受 け て 初
期 の 緩 ん だ 状 態 か ら 伸 ば さ れ た 状 態 に 伸 び 、 前 記 応 力 が な い と き に は 前 記 伸 ば さ れ た 状 態
か ら 実 質 的 に 回 復 す る 支 持 ス ト リ ッ プ と
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 、 タ イ ヤ 用 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 支 持 ス ト リ ッ プ は 、 実 質 的 に 弾 性 繊 維 材 料 か ら 形 成 さ れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
タ イ ヤ 用 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ア ン テ ナ ア セ ン ブ リ が 内 部 に 組 み 込 ま れ て い る タ イ ヤ に お い て 、
　 内 側 を 向 く 壁 を 有 す る タ イ ヤ 本 体 と 、
　 伸 長 可 能 な ア ン テ ナ と 、
　 非 導 電 性 の 弾 性 材 料 か ら な り 、 前 記 ア ン テ ナ を 好 ま し い 形 状 に 保 持 す る 、 伸 長 可 能 な 支
持 ス ト リ ッ プ で あ っ て 、 タ イ ヤ の 内 側 表 面 に 取 付 け ら れ 、 前 記 タ イ ヤ 内 の 応 力 を 受 け て 初
期 の 緩 ん だ 状 態 か ら 伸 ば さ れ た 状 態 に 伸 び 、 前 記 応 力 が な い と き に は 前 記 伸 ば さ れ た 状 態
か ら 実 質 的 に 回 復 す る 支 持 ス ト リ ッ プ と
　 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る タ イ ヤ 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 般 的 に は 、 タ イ ヤ の 空 気 圧 の 監 視 シ ス テ ム の た め の 、 ア ン テ ナ と ト ラ ン ス
ポ ン ダ と を 含 む 装 置 に 関 し 、 特 に 、 タ イ ヤ の 空 気 圧 の 監 視 シ ス テ ム に 組 み 込 ま れ る 、 弾 性
的 な 環 状 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 タ イ ヤ や 車 輪 の 識 別 情 報 や 、 そ の 他 の デ ー タ を 無 線 周 波 数 で 電 子 的 に 伝 送 す る 、 ア ン テ
ナ を 含 む 環 状 装 置 が 一 般 に 用 い ら れ て い る 。 装 置 は 、 少 な く と も タ イ ヤ ま た は 車 輪 の 識 別
情 報 を 保 持 す る た め に 十 分 な デ ー タ 容 量 を 有 す る 一 体 型 の 回 路 チ ッ プ を 備 え た 無 線 周 波 数
の ト ラ ン ス ポ ン ダ を 含 ん で い る 。 タ イ ヤ の 空 気 圧 や 、 ト ラ ン ス ポ ン ダ の 位 置 で の タ イ ヤ や
車 輪 の 温 度 な ど 、 他 の デ ー タ は 、 識 別 情 報 と と も に ト ラ ン ス ポ ン ダ に よ っ て 伝 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 デ ー タ を 、 タ イ ヤ ま た は タ イ ヤ と 車 輪 と の ア セ ン ブ リ の 構 造 内 に 含 ま れ る ト ラ ン ス ポ ン
ダ か ら 、 無 線 周 波 数 で 伝 送 す る 環 状 の ア ン テ ナ を 設 け る こ と が 、 当 業 界 で は 知 ら れ て い る
。 ア ン テ ナ は 、 プ ラ ス チ ッ ク 等 の 適 切 な 材 料 か ら 押 出 成 形 さ れ た カ バ ー の 中 に 収 め ら れ る
こ と の で き る 、 ル ー プ 形 状 に 形 成 さ れ た ワ イ ヤ ま た は ワ イ ヤ の 撚 線 で あ る 。 プ ラ ス チ ッ ク
の シ ー ス は 、 ア ン テ ナ と 組 み 合 わ さ れ て 、 タ イ ヤ の 組 立 て 前 の 組 立 て 工 程 で グ リ ー ン タ イ
ヤ に 取 付 け ら れ 、 ま た は 、 硬 化 後 の 工 程 で 完 成 タ イ ヤ に 取 付 け ら れ る こ と の で き る 一 体 物
を 形 成 す る 。 ア ン テ ナ お よ び ト ラ ン ス ポ ン ダ は 、 「 硬 化 前 」 の タ イ ヤ 組 立 て 工 程 で 、 タ イ
ヤ に 組 み 込 ま れ て も よ い が 、 実 際 に は 、 こ れ を お こ な う こ と は 非 常 に 難 し い 。 ラ ジ ア ル プ
ラ イ タ イ ヤ も バ イ ア ス プ ラ イ タ イ ヤ も 、 製 造 工 程 に お い て 、 実 質 的 に 直 径 方 向 に 広 げ ら れ
る 。 バ イ ア ス プ ラ イ タ イ ヤ は 、 グ リ ー ン タ イ ヤ を 円 環 体 の モ ー ル ド 内 に 押 込 め る ブ ラ ッ ダ
を 通 常 有 し て い る 硬 化 用 プ レ ス に 挿 入 さ れ る と き に 、 直 径 方 向 に 広 げ ら れ る 。 ラ ジ ア ル プ
ラ イ タ イ ヤ は 、 タ イ ヤ 組 立 て プ ロ セ ス ま た は 形 成 プ ロ セ ス の と き に 直 径 方 向 に 広 げ ら れ 、
さ ら に 、 硬 化 の 工 程 で 直 径 方 向 に 広 げ ら れ る 。 タ イ ヤ に 組 み 込 ま れ た い か な る 環 状 の ア ン
テ ナ お よ び こ れ に 接 続 さ れ た 回 路 構 成 要 素 も 、 製 造 工 程 中 に タ イ ヤ が 直 径 方 向 に 広 げ ら れ
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る と き に 、 構 造 上 の 健 全 性 と 、 ア ン テ ナ ・ ト ラ ン ス ポ ン ダ パ ッ ケ ー ジ 間 の 機 械 的 接 続 部 と
を 維 持 し す る こ と が で き な け れ ば な ら な い 。 い っ た ん タ イ ヤ に 組 み 立 て ら れ る と 、 ア ン テ
ナ や 、 ト ラ ン ス ポ ン ダ や 、 ア ン テ ナ と ト ラ ン ス ポ ン ダ の 接 続 部 に 修 理 で き な い 不 良 が 見 つ
か る と 、 タ イ ヤ の 有 用 性 が 失 わ れ 、 タ イ ヤ を 廃 棄 す る 必 要 が 生 じ る こ と も あ る 。 し た が っ
て 、 環 状 の ア ン テ ナ ・ ト ラ ン ス ポ ン ダ 集 合 体 を タ イ ヤ の 製 造 中 に タ イ ヤ に 取 付 け る こ と は
、 集 合 体 の 部 品 が 後 で 損 傷 し 、 ま た は 破 損 し た 場 合 に 、 他 の 方 法 で 取 付 け ら れ て い れ ば 健
全 で あ っ た で あ ろ う 、 そ れ が 取 付 け ら れ た タ イ ヤ を 壊 さ ざ る を 得 な い 危 険 性 を 有 し て い る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 環 状 ア ン テ ナ ・ ト ラ ン ス ポ ン ダ シ ス テ ム が 損 傷 す る 危 険 は 、 製 造 中 に タ イ ヤ に 組 み 込 ま
れ る と き だ け に あ る の で は な く 、 乗 物 に 取 付 け ら れ た タ イ ヤ の 運 動 か ら 生 じ る こ と も 珍 し
い こ と で は な い 。 ル ー プ ア ン テ ナ と そ れ に 接 続 さ れ た 電 子 部 品 は 実 質 的 に 圧 縮 歪 を 受 け 、
サ イ ド ウ ォ ー ル に お い て は 大 き な 歪 振 幅 を 受 け る 。 こ の よ う な 場 所 は 、 大 き な 荷 重 と 変 形
を 受 け る 代 表 的 な タ イ ヤ 領 域 で あ る 。 し た が っ て 、 ア ン テ ナ 、 ト ラ ン ス ポ ン ダ 、 お よ び そ
れ ら の 接 続 部 は 、 こ の よ う な 場 所 に あ る と 、 破 損 や 、 機 械 的 、 電 気 的 損 傷 を 受 け や す い 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 タ イ ヤ の 硬 化 前 ま た は 硬 化 後 の い ず れ か に 、 タ イ ヤ に 組 み 込 ま れ る の
に 適 し た ア ン テ ナ 装 置 に 対 す る 必 要 性 が 、 継 続 的 に 存 在 し て い る 。 ア ン テ ナ 装 置 は 、 タ イ
ヤ 組 み 立 て 工 程 に 伴 う 応 力 と 、 製 造 後 の 乗 物 に 取 付 け ら れ た 使 用 時 の 応 力 に 耐 え る よ う に
、 十 分 な 構 造 健 全 性 を 備 え て い な け れ ば な ら な い 。 さ ら に 、 ア ン テ ナ 装 置 は 、 理 想 的 に は
タ イ ヤ の 製 造 工 程 お よ び そ の 後 の 乗 物 に 取 付 け ら れ た 使 用 時 に 渡 っ て 、 最 適 な 、 意 図 さ れ
た 構 成 お よ び 形 状 を 維 持 す る こ と が 望 ま し い 。 タ イ ヤ の 空 気 圧 の 監 視 シ ス テ ム の 性 能 は 、
タ イ ヤ の 電 子 部 品 と そ こ か ら 離 れ た 読 み 取 り 機 と の 間 の 、 ア ン テ ナ を 介 し た 有 効 な 通 信 に
依 存 す る た め 、 ア ン テ ナ を 最 適 な 形 状 に 維 持 す る こ と は 非 常 に 望 ま し い こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 タ イ ヤ 監 視 シ ス テ ム の た め の 公 知 の ア ン テ ナ シ ス テ ム お よ び 方 法 の 欠 点 を 、
ア ン テ ナ ワ イ ヤ と 組 み 合 わ さ れ た 弾 性 基 材 を 用 い る こ と に よ っ て 克 服 す る 。 ア ン テ ナ ケ ー
ブ ル は 、 弾 性 基 材 に 、 好 ま し く は 波 状 、 螺 旋 状 、 ま た は 正 弦 曲 線 状 の 形 状 で 、 巻 き 付 け ら
れ 、 ま た は 他 の 方 法 に よ っ て 取 付 け ら れ る 。 外 部 の 力 の 発 生 源 か ら 力 を 受 け る と 、 基 材 は
ア ン テ ナ が ま っ す ぐ に な り な が ら 、 伸 び る こ と が で き る 。 こ の 力 の 影 響 か ら 解 放 さ れ る と
、 弾 性 基 材 に 残 っ た 弾 性 ば ね 力 は 緩 み 、 そ れ に よ っ て 、 基 材 は も と の 状 態 に 戻 り 、 基 材 に
保 持 さ れ て い る ア ン テ ナ ケ ー ブ ル は も と の 最 適 な 形 状 に 復 帰 す る 。 基 材 上 の ア ン テ ナ 材 料
の ピ ッ チ は 、 タ イ ヤ や 通 信 シ ス テ ム の 個 々 の 必 要 性 に 適 合 す る よ う に 、 変 更 し て も よ い 。
本 発 明 の 一 つ の 実 施 態 様 で は 、 基 材 は 、 ア ン テ ナ が 巻 き 付 け ら れ る 、 弾 性 材 料 か ら な る チ
ュ ー ブ で あ る 。 本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 で は 、 ア ン テ ナ を 、 ス ト リ ッ プ 形 状 の 弾 性 基 材 を ジ
グ ザ グ 状 に 横 切 る よ う に 形 成 し て も よ い 。 本 発 明 の 他 の 実 施 態 様 で は 、 ア ン テ ナ は 縫 い 込
ん だ り 、 基 材 に 接 着 剤 を 塗 布 す る こ と に よ っ て 、 基 材 に 取 付 け る こ と が で き る 。 こ の よ う
な ア セ ン ブ リ は 、 タ イ ヤ 製 造 工 程 で タ イ ヤ に 組 み 込 ま れ て も よ い し 、 タ イ ヤ 製 造 後 の 取 り
付 け 工 程 で 、 接 着 剤 ま た は 他 の 公 知 の 方 法 に よ っ て タ イ ヤ に 取 付 け ら れ て も よ い 。 弾 性 基
材 は 、 ア ン テ ナ ワ イ ヤ の 健 全 性 を 守 り 、 単 一 ア セ ン ブ リ の 輸 送 や 保 管 の 便 を 高 め 、 ア ン テ
ナ と 基 材 の 伸 び に よ る 機 械 的 エ ネ ル ギ ー を 消 散 さ せ て 、 ア ン テ ナ を 意 図 さ れ た 最 適 な 形 状
に 復 帰 さ せ 、 ア ン テ ナ の 環 状 ア セ ン ブ リ を タ イ ヤ 空 間 内 の 最 適 な 位 置 に 保 持 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 実 施 態 様 で は 、 ル ー プ ア ン テ ナ を タ イ ヤ に 組 み 込 む 方 法 が 提 供 さ れ
る 。 こ の 方 法 は 、 ア ン テ ナ を 、 外 力 を 受 け た と き に 伸 び 、 そ の 力 が な く な っ た と き に 縮 む
よ う に 作 動 す る 弾 性 基 材 に 取 付 け る ス テ ッ プ と 、 ア ン テ ナ と 基 材 の ア セ ン ブ リ を 空 気 タ イ
ヤ に 取 付 け る ス テ ッ プ と を 有 し て い る 。
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【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 の 利 点 は 、 当 業 者 に は 明 ら か で あ ろ う が 、 以 下 に 詳 細 に 説 明 さ れ 、 付 属 す る 図 面
に よ っ て 示 さ れ る 、 好 ま し い 実 施 形 態 お よ び 他 の 実 施 形 態 に よ っ て 実 現 さ れ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 タ イ ヤ の 空 気 圧 監 視 シ ス テ ム は 、 典 型 的 に は 、 １ つ ま た は ２ つ 以 上 の セ ン サ を 備 え た ト
ラ ン ス ポ ン ダ か ら な っ て い る 。 ト ラ ン ス ポ ン ダ お よ び こ れ に 接 続 さ れ た 電 子 部 品 は 、 パ ッ
ケ ー ジ の 中 に 収 納 さ れ て い る 。 ト ラ ン ス ポ ン ダ は 、 無 線 周 波 数 の 信 号 を 送 受 信 す る た め に
、 ア ン テ ナ を 備 え て い る 必 要 が あ る 。 ア ン テ ナ は 、 本 発 明 で は 好 ま し く は 環 状 の 形 状 を し
て い る が 、 必 要 に 応 じ て 他 の 形 状 を と る こ と も で き る 。 ア ン テ ナ は 、 製 造 工 程 中 に タ イ ヤ
に 組 み 込 ま れ て も よ い し 、 製 造 後 の 工 程 で タ イ ヤ に 取 付 け ら れ て も よ い 。 本 明 細 書 で は 、
「 環 状 ア ン テ ナ 」 は 、 本 発 明 の 原 理 か ら 逸 脱 し な い 限 り 、 円 形 、 長 方 形 、 対 称 形 、 ま た は
非 対 称 形 の い ず れ で も よ い 。 し か し 、 ア ン テ ナ の 形 状 は 円 形 で 、 ア ン テ ナ が 取 り 付 け ら れ
る サ イ ド ウ ォ ー ル 領 域 と 同 程 度 の 大 き さ で あ る の が 好 ま し い 。 望 ま し い 設 置 位 置 は サ イ ド
ウ ォ ー ル で あ る が 、 上 部 サ イ ド ウ ォ ー ル ま た は タ イ ヤ の 頂 部 に 設 置 す る こ と も 可 能 で あ る
。 ア ン テ ナ は 、 １ 本 の ワ イ ヤ 、 ま た は 複 数 の 撚 線 で 構 成 す る こ と が で き る 。 従 来 の 導 電 性
物 質 か ら 形 成 さ れ る 環 状 ア ン テ ナ と と も に 用 い ら れ る 、 種 々 の 市 販 の ト ラ ン ス ポ ン ダ 、 セ
ン サ そ の 他 の 電 子 部 品 を 、 本 発 明 の 原 理 と 調 和 さ せ て 、 適 切 に 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ア ン テ ナ ワ イ ヤ の 材 料 と し て は 、 鋼 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銅 、 銅 合 金 、 ま た は 他 の 導 電 性 の
ワ イ ヤ を 用 い る こ と が で き る 。 本 明 細 書 に 開 示 さ れ て い る 通 り 、 ワ イ ヤ 径 は 一 般 的 に は 、
ト ラ ン ス ポ ン ダ の ア ン テ ナ と し て の 作 動 上 重 要 で は な い と 考 え ら れ て い る 。 耐 久 性 を 高 め
る た め に は 、 細 径 ワ イ ヤ の 多 条 撚 線 構 造 が 望 ま し い 。 利 用 可 能 な 他 の 選 択 肢 と し て は 、 リ
ボ ン ケ ー ブ ル 、 有 機 材 料 の 繊 維 上 の リ ボ ン 導 体 、 可 撓 性 を 有 す る 回 路 、 導 電 性 フ ィ ル ム 、
導 電 性 ゴ ム 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 が 、 タ イ ヤ の 内 部 ま で 展 開 さ れ て 示 さ れ
て い る 。 タ イ ヤ １ ２ は 、 従 来 の 方 法 に よ っ て 、 ゴ ム や ゴ ム 合 成 物 等 の 従 来 の 材 料 で 形 成 さ
れ て お り 、 ラ ジ ア ル プ ラ イ 構 成 ま た は バ イ ア ス プ ラ イ 構 成 の い ず れ で も よ い 。 典 型 的 な タ
イ ヤ １ ２ は 、 ト レ ッ ド １ ４ と 、 シ ョ ル ダ １ ６ と 、 環 状 の サ イ ド ウ ォ ー ル １ ８ と 、 終 端 部 の
ビ ー ド ２ ０ と を 有 し て い る 。 イ ン ナ ー ラ イ ナ ２ ２ が 形 成 さ れ 、 タ イ ヤ 空 間 ２ ４ を 画 定 し て
い る 。 タ イ ヤ １ ２ は 、 外 周 リ ム フ ラ ン ジ ２ ８ と 外 側 リ ム フ ラ ン ジ 面 ３ ０ と を 有 す る 環 状 リ
ム ２ ６ に 取 付 け ら れ る よ う に さ れ て い る 。 環 状 リ ム ２ ６ は 、 従 来 ど お り の 形 状 で 、 鋼 等 の
適 切 な 強 度 を 有 す る 金 属 か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 環 状 の ア ン テ ナ ３ ２ は 、 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 正 弦 曲 線 状 の 形 状 を 有 し て い る 。 ア ン
テ ナ ３ ２ は ま た 、 別 の パ タ ー ン に 形 成 さ れ て い て も よ く 、 必 要 に 応 じ １ 本 ま た は 複 数 本 の
ま っ す ぐ な ワ イ ヤ で も よ く 、 フ ィ ラ メ ン ト ワ イ ヤ 、 コ ー ド 、 ま た は 撚 線 で も よ い 。 ワ イ ヤ
の 材 料 と し て は 、 鋼 、 ア ル ミ ニ ウ ム 、 銅 、 ま た は 他 の 導 電 性 ワ イ ヤ を 用 い る こ と が で き る
。 上 述 の と お り 、 ワ イ ヤ 径 は 一 般 的 に は 、 ア ン テ ナ と し て の 作 動 上 重 要 で は な い と 考 え ら
れ て い る が 、 細 径 ワ イ ヤ の 多 条 撚 線 構 造 が 望 ま し い 。 ア ン テ ナ ３ ２ は 、 そ の 正 弦 曲 線 状 ま
た は ジ グ ザ グ 状 の 形 状 に よ っ て 可 撓 性 を 備 え て お り 、 以 下 に 説 明 す る タ イ ヤ 製 造 時 お よ び
使 用 時 の 破 断 の 危 険 性 が 最 小 化 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 引 き 続 き 、 図 １ を 参 照 す る と 、 上 述 の 一 般 的 形 状 の ト ラ ン ス ポ ン ダ モ ジ ュ ー ル ３ ４ が 設
け ら れ て い る 。 ト ラ ン ス ポ ン ダ モ ジ ュ ー ル ３ ４ は 、 圧 力 や 温 度 等 の パ ラ メ ー タ を 検 出 す る
手 段 を 含 ん で い て も よ い 。 装 置 １ ０ の 一 部 と し て 含 ま れ て い る 支 持 ス ト リ ッ プ ３ ６ は 、 必
須 で は な い が 、 好 ま し く は 図 示 の よ う に 環 状 に 形 成 さ れ て い る 。 支 持 ス ト リ ッ プ ３ ６ は 、
下 記 に 説 明 す る と お り 、 電 気 絶 縁 性 を 備 え た 弾 性 材 料 で 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 製
造 後 の 状 態 で は 、 装 置 １ ０ は 、 ア ン テ ナ ３ ２ と 、 ト ラ ン ス ポ ン ダ モ ジ ュ ー ル ３ ４ と 、 支 持
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ス ト リ ッ プ ３ ６ と を 有 す る 、 単 一 の 概 ね 円 形 で 、 タ イ ヤ １ ２ へ の 取 付 け の た め 輸 送 や 取 り
扱 い が 容 易 な ア セ ン ブ リ で あ る 。 装 置 ア セ ン ブ リ １ ０ の 直 径 は 、 タ イ ヤ １ ２ の サ イ ズ と 、
タ イ ヤ 上 の 望 ま し い 付 属 物 の サ イ ズ の 関 数 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ ， ２ を さ ら に 参 照 す る と 、 装 置 １ ０ は 、 タ イ ヤ １ ２ の ラ イ ナ ２ ２ に 、 タ イ ヤ の 製 造
中 に 、 ま た は 、 好 ま し く は 製 造 後 の 組 立 て 工 程 で 取 付 け ら れ る 。 取 付 け に は 、 接 着 剤 を 用
い る こ と が で き 、 ま た は 、 装 置 は 製 造 中 に タ イ ヤ 自 体 に 埋 め 込 ま れ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ を 参 照 す る と 、 本 発 明 の 支 持 ス ト リ ッ プ ３ ６ は 、 ア ン テ ナ ３ ２ が 様 々 な 取 付 け 方 法
の 一 つ に よ っ て 取 付 け ら れ る 弾 性 基 材 を 意 味 し て い る 。 支 持 ス ト リ ッ プ ３ ６ は 、 チ ュ ー ブ
や 、 ス ト リ ッ プ や 、 当 業 者 に は 明 ら か で あ ろ う 他 の 代 替 形 状 に 形 成 さ れ た 、 本 明 細 書 で は
総 称 的 に ス パ ン デ ッ ク ス （ 登 録 商 標 ） と 呼 ば れ る 、 弾 性 繊 維 を 用 い て い る 。 ア ン テ ナ ケ ー
ブ ル ３ ２ は 、 単 一 ワ イ ヤ ま た は 複 数 の ワ イ ヤ の 撚 線 の い ず れ で も よ く 、 ス ト リ ッ プ ３ ６ の
周 り に チ ュ ー ブ の 形 で 巻 か れ 、 ま た は 、 ス ト リ ッ プ ３ ６ を ジ グ ザ グ 形 状 で 横 切 っ て 取 付 け
ら れ て い る 。 ア ン テ ナ ３ ２ は 、 本 発 明 を 限 定 す る 意 図 は な い が 、 一 例 で は 、 弾 性 材 料 に 縫
い 込 ま れ て い て も よ く 、 編 み 込 ま れ て い て も よ い 。 ア ン テ ナ ３ ２ は 、 シ ス テ ム に お け る ア
ン テ ナ の 通 信 性 能 を 最 適 化 す る 好 ま し い 形 状 で 、 支 持 ス ト リ ッ プ 材 料 に 保 持 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 支 持 ス ト リ ッ プ ３ ６ は 、 タ イ ヤ に 設 置 さ れ 、 タ イ ヤ 内 に 存 在 す る
応 力 を 受 け る と 、 伸 ば さ れ て 、 初 期 の 緩 ん だ 状 態 か ら 伸 び た 状 態 へ と 移 行 す る 。 ア ン テ ナ
３ ２ は 波 状 や 、 正 弦 曲 線 状 や 、 ジ グ ザ グ 状 の 形 状 で あ る の で 、 チ ュ ー ブ 内 で ま っ す ぐ に な
っ て 、 支 持 ス ト リ ッ プ ３ ６ の 伸 び を 吸 収 す る 。 タ イ ヤ の 応 力 の 影 響 か ら 解 放 さ れ る と 、 支
持 ス ト リ ッ プ 構 造 は 回 復 し 、 最 初 の 、 最 適 な 支 持 ス ト リ ッ プ 形 状 に 縮 も う と す る 。 図 ３ に
示 す ア ン テ ナ の ジ グ ザ グ の ピ ッ チ β は 、 予 想 さ れ る 伸 び を 吸 収 す る の に 必 要 な 角 度 に 基 づ
い て あ ら か じ め 選 択 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ４ に は 、 ア ン テ ナ が 弾 性 を 有 す る ス パ ン デ ッ ク ス コ ア ３ ６ の 周 り に 螺 旋 状 に 巻 か れ て
い る 、 他 の 実 施 形 態 に お け る ア ン テ ナ ３ ２ を 示 す 。 螺 旋 状 に 巻 く こ と に よ っ て 、 ア ン テ ナ
３ ２ は 、 コ ア ３ ６ と 協 同 し て 、 上 記 の 形 態 で 伸 び る こ と が で き る 。 弾 性 チ ュ ー ブ の 周 り に
巻 き つ け る こ と が で き る の は 、 好 ま し く は 直 径 １ ～ １ ． ５ ｍ ｍ の 、 単 一 の ケ ー ブ ル ま た は
フ ィ ラ メ ン ト 、 互 い に 平 行 な 複 数 本 の フ ィ ラ メ ン ト か ら な る 巻 き 線 、 編 み 組 み (braided)
構 造 、 ま た は コ ア 上 で 同 じ 向 き に 縄 編 み (cabled)さ れ た 複 数 の フ ィ ラ メ ン ト で あ る 。 支 持
ス ト リ ッ プ ３ ６ の 幅 は 、 必 要 な 弾 性 性 能 を 備 え る よ う に 選 択 す る こ と が で き る 。 本 発 明 を
限 定 す る 意 図 は な い が 、 一 例 と し て 、 幅 約 ０ ． ６ ～ １ ． ３ ｃ ｍ （ １ ／ ４ ～ １ ／ ２ イ ン チ ）
、 厚 さ １ ｍ ｍ の ス パ ン デ ッ ク ス 材 料 を 用 い る こ と が で き る 。 ア ン テ ナ ３ ２ は 、 所 望 の 最 終
的 な ア ン テ ナ 装 置 を 形 成 す る た め に 、 一 般 的 な 針 を 用 い て 基 材 ３ ６ に 縫 い 込 ま れ て い て も
よ い 。 さ ら に 、 必 要 が あ れ ば 、 ア ン テ ナ ワ イ ヤ を 所 定 の 位 置 に 保 持 す る た め に 、 市 販 の 接
着 剤 を 基 材 ３ ６ に 塗 布 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 上 の 説 明 よ り 、 本 発 明 は 、 環 状 の ア ン テ ナ を タ イ ヤ の 内 側 に 取 付 け る 、 便 利 で 信 頼 性
の 高 い 取 付 け 方 法 に 対 す る 当 業 界 に お け る 必 要 性 を 満 足 す る こ と が 理 解 さ れ よ う 。 ア ン テ
ナ を 弛 緩 状 態 で 最 適 な 形 状 で 保 持 す る 基 材 と し て 弾 性 織 物 を 用 い る こ と は 、 経 済 的 で 、 か
つ 非 常 に 効 果 的 で あ る 。 基 材 は 、 応 力 が タ イ ヤ 内 に 加 え ら れ る と 、 初 期 の 緩 め ら れ た 状 態
か ら 伸 び る 。 基 材 の 材 料 と ア ン テ ナ の 曲 線 状 の 形 状 に よ っ て 、 こ の よ う な 伸 び は 吸 収 さ れ
る 。 基 材 の も と の 形 状 へ の 回 復 特 性 は 、 意 図 さ れ た 方 法 で 使 用 さ れ る 典 型 的 な タ イ ヤ で 必
要 と な る 回 数 の 伸 長 ／ 回 復 サ イ ク ル に 耐 え る こ と の で き る だ け の 、 十 分 な 予 測 性 と 耐 久 力
と を 有 し て い る 。 ラ イ ク ラ ・ ス パ ン デ ッ ク ス (Lycra Spandex； E.I. DuPont de Nemours &
 Companyの 登 録 商 標 )は 、 使 用 可 能 な 材 料 の 一 例 で あ る 。 他 の 市 販 の 伸 長 可 能 な 織 物 も 同
様 に 使 用 で き る 。 選 択 さ れ た 伸 び 抵 抗 と 、 残 留 応 力 と 、 ヒ ス テ リ シ ス と 、 残 留 伸 び と 、 回
復 特 性 と を 有 す る 織 物 を 使 用 で き る 。 材 料 は 、 一 般 的 に 、 材 料 が 永 久 変 形 な し に 耐 え る こ
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と の で き る 最 大 伸 び 量 を 表 す サ イ ク ル リ ミ ッ ト を 持 っ て い る 。 さ ら に 、 保 持 力 お よ び 伸 び
抵 抗 は 、 基 材 ３ ６ の 弾 性 特 性 と 、 タ イ ヤ 環 境 で の 使 用 か ら 生 じ る 応 力 に 応 じ て 要 求 さ れ る
伸 び 量 と が 最 適 に 釣 合 う よ う に 選 択 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 の 、 ゴ ム 製 の 支 持 ス ト リ ッ プ か ら な る ア ン テ ナ 装 置 に 対 す る 利 点 は 大 き い 。 ス パ
ン デ ッ ク ス 繊 維 か ら な る 構 造 体 は 、 繰 り 返 し 引 張 ら れ る こ と が で き 、 ま た 、 初 期 の 長 さ お
よ び 強 度 の 非 常 に 近 く に ま で 回 復 す る こ と が で き る 。 材 料 は 破 断 す る こ と な く 、 多 数 回 の
サ イ ク ル に 渡 っ て 、 引 張 ら れ る こ と が で き る 。 材 料 は 、 ゴ ム と 比 べ て 、 よ り 強 く 、 よ り 耐
久 性 が あ り 、 よ り 大 き な 回 復 力 を 発 揮 す る 。 さ ら に 、 弾 性 織 物 は 軽 量 か つ 柔 軟 で あ り 、 様
々 な 形 状 に 形 成 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 図 １ 】 図 示 の た め に タ イ ヤ の 一 部 が 切 り 取 ら れ て 表 示 さ れ た 、 タ イ ヤ と 本 発 明 の 環 状 装
置 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に よ る ア ン テ ナ 装 置 の 概 略 部 分 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ア ン テ ナ セ グ メ ン ト の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 基 材 の コ ア の 周 り に 螺 旋 状 に 巻 か れ て 形 成 さ れ た 、 別 の 実 施 形 態 に 係 る ア ン テ ナ
の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 １ ０ 　 装 置
　 １ ２ 　 タ イ ヤ
　 ２ ２ 　 イ ン ナ ー ラ イ ナ
　 ２ ４ 　 タ イ ヤ 空 間
　 ３ ２ 　 ア ン テ ナ
　 ３ ４ 　 ト ラ ン ス ポ ン ダ モ ジ ュ ー ル
　 ３ ６ 　 支 持 ス ト リ ッ プ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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